
〈出題内容・形式・配点〉
内容 形式 配点 試験時間

Ⅰ古代の広域行政や対外交渉 記述 30

80分Ⅱ中世の文化史 記述 30
Ⅲ近代・現代の日本人移民 記述 40

合計 100

【出題の基本方針】
基本的には教科書を中心とした学習を積み重ねることによって得点でき

る内容・レベルの出題とした。そのうえで、歴史用語の機械的丸暗記では正
答できない出題を織り交ぜることを心がけた。

【学習のポイント】
・�政治・経済・社会・文化史などの諸分野を幅広く学習することが重要である。やはり近現代文化史は受験生にとって苦手な傾向が見受けら
れるので、苦手意識を持たず、意欲的に学習してほしい。
・�教科書を中心に諸事件・事象の流れと関係を論理的・文脈的に把握することが重要である。それと同時に教科書や史料集に所載されている
図版・表・写真などにも注意を向けてほしい。
・�史料集や用語集を座右に置き、教科書と併用することは極めて効果が高い。その史料の趣意を記した重要箇所などは、用語を含めて内容を
正確に理解しておきたい。
・�一方向からだけの問いではなく、多方面からの問い方に対応できないと正答できない問題を含んでいるため、そうした出題形式にも慣れて
おく必要がある。
・�漢字のミスや部首などの不正確な記述、判読しにくい漢字が依然として目立つ。それらに対しては厳正に対処し、誤答として扱うので注意
が必要である。事象名・人名・地名などの歴史用語は正確で楷書体の読みやすい漢字を書くことが必須と心得てほしい。
・�近年の高校教育の趨勢に準拠し、比較的新しい時代の出題の割合を増やしている。今後はそれらに関する系統だった正確な知識の習得が必
要となる。
・�歴史総合との兼ね合いから、世界との関わりについては、今後も問う機会が多くなるだろう。そのため、どの時代においても、日本と世界
の動向を交差させながら学習を進めていくことが好ましい。その際、地図や地理的状況を踏まえた設問にも対応できるような思考力を磨く
ことを心がけてほしい。

選択科目（地理歴史） 日本史
※出題内容・問題番号・配点は2月1日実施分です。


